

















天津科技大学国際学院（学習歴 3か月～ 3年）　2001年 9月～ 2004年 7月
830例：週に一度、主教材で学習した内容に沿ったテーマで作文したものより
天津師範大学日本語専業（学習歴 2年～ 3年）　2003年 9月～ 2004年 7月
34例：卒業前に「大学 4年間を振り返って」というテーマで作文したものより

















































































































































































































































































































































































































































































































































公斤 例えば金銀花は 1公斤に 20元から 300元以上に上昇し
ました。
助数詞：キログラム
美国 例えば日本や美国や英国です。 名詞：アメリカ
体会 途中風、雨、日光も経歴し、喜怒哀楽を体会し、それは
長い人生の一段の旅程ですけど、若いから、夢があるか
ら、いちばん忘れがたい時期でしょう。
動詞：体得する、理解する、身に
染みてよく分かる
中国人学習者の漢字語彙使用に見られる問題点
65
ていると言えよう。
以上が本稿で調査した 1028例の誤用の実態である。
4．まとめ
本稿では中国人学習者の誤用の実態を示すことで、中国人学習者の漢字語彙使用におけ
る問題の所在を明らかにしてきた。そしてその多くが、中国語の漢字語彙をそのままの認
識で用いたために生じた問題であることもわかった。漢字語彙を用いると、用法に多少の
間違いがあっても大体の意味内容を伝えることができるため、問題が顕在化しにくい。と
はいえ日本語としての漢字語彙に対する知識が不足していると、学習が進み状況に応じた
適切な話し方が求められるようになったときに対応が難しくなるであろう。したがって日
本語と中国語における漢字の用法の違いを明らかにし、適切な指導を行うことは中国人学
習者を対象とした日本語教育の重要な役割であると考える。
しかしながら、現在中国で使用されている日本語教科書を見ると、漢字の提出順や練習
問題、日中漢字の差異に関する情報提供を意識して作られたものは少ないようであった。
中国における日本語教育では、漢字指導はあまり意識されていない現状が伺えるため、中
国における日本語教育の実態を明らかにし、その中での漢字語彙指導の位置づけ及びあり
方について検討することは今後早急に取り組むべき課題であろう。
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